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The relationship between the voting behavior and the political interests and sense of political 
efficacy among Japanese teenage voters
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The present study aimed to examine the relationship between the voting behavior of Japanese 
teenage voters and their political interests and sense of political efficacy. 225 undergraduate students, 
aged 18 to 19 years old, were asked to answer the questionnaire which included an item concerning 
participation in voting in the 2016 national elections, 8 items concerning political interests, and 8 items 
concerning sense of political efficacy. Comparing the scores on the subscales on political interests and 
political efficacy between those who voted and did not vote, a significant difference was found on the 
subscales on political interests, but not on political efficacy. Those who voted were more interested in 
both “political issue” and “political information” than those who did not vote. Results suggested that the 
political participation of teenage voters could be promoted by enhancing their political interests.




引き下げる公職選挙法の改正が 2015 年 6 月におこな
われた。選挙権年齢の拡大によって 18 ～ 19 歳までの
240 万人があらたに有権者に加わった。選挙法の改正
後、最初の国政選挙として第 24 回参議院選挙が 2016
年 7 月 10 日に実施され、10 代有権者の投票率がマス・
メディアなどでも大いに取り上げられることとなっ
た。
その投票率をみると、10 代では 45.5 % となり、20
代の投票率 33.4％を大きく上回った。とりわけ、18












それと比べれば、10 代の投票率は 9 ポイントも低かっ
た（岩井 , 2016）。さらに、近年の国政選挙における
中高年世代の投票率は、おおむね 60% 前後であると


















































































に通う 10 代の大学生 245 名であった。このうち記入
漏れがなかった 225 名（平均年齢 18.6 歳（SD=.49））
を分析の対象とした。分析対象となった 225 名のうち
18 歳は 95 名（男性 38 名、女性 54 名）、19 歳は 130 名（男
性 54 名、女性 76 名）であった。また、所属学部別の
人数は人文科学系学部 162 名、社会科学系学部 63 名
であった。
調査期間および調査手続き
調査期間は 2016 年参議院選挙投票日（2016 年 7 月





























ている（たとえば、Balch, 1974;Campbell, et al., 1954; 
Craign, et al., 1990）。ただし、これらの先行研究にお
いて使用された質問項目は内容的に多くの違いがみら



























い”から“5. 非常によくあてはまる”をそれぞれ 1 ～
5 点として得点化し、政治的関心尺度 8 項目に対して
最尤法プロマックス回転による因子分析をおこなっ
た。
















て Cronbach の α 係数を算出した。“政治問題に対する
関心”因子では α ＝ .78 であり、また“政治情報に対








だし、逆転項目については項目に対する評定 1 ～ 5 を




2002; 山田 , 1990）の項目内容をいくつか修正・削除
していることから、尺度の構成を再検討した。調査協
力者の評定結果について、“1. 全くそう思わない”か




























これら 2 つの下位尺度について、Cronbach の α 係
数を算出した。“政治的応答性への確信”因子では α
＝ .84 となり高い値を示した。いっぽう、“政治的影
響力行使への確信”因子では α ＝ .52 となり、数値が
やや低かった。Table2 からもわかるように、第 2 因子
は 2 項目で構成されており、項目数が少ない。この点










































では 2.79(SD=0.74) となった。両群の得点について t
検定をおこなったが、有意な結果は得られなかった
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